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	応用
	抗原情報
	背景
	NEIL2 は、細菌の Fpg/Nei ファミリーと相同な DNA グリコシラーゼのクラスに属します。これらのグリコシラーゼは、活性酸素種によって損傷した塩基を切断し、関連するリアーゼ反応を介して DNA 鎖切断を引き起こすことで、塩基除去修復の最初のステップを開始します (Bandaru et al., 2002 [PubMed 12509226]) [OMIM 提供、2008 年 3 月]。触媒活性: DNA から損傷した塩基を除去し、脱塩基部位を残します。触媒活性: DNA の非プリン部位または非ピリミジン部位の 3' にある C-O-P 結合は、ベータ脱離反応によって切断され、3' 末端に不飽和糖と、末端に 5' リン酸がある生成物が残ります。ドメイン: ジンクフィンガードメインは、DNA 結合に重要です。酵素調節: Lys-50 のアセチル化により、DNA ニッキング活性が失われます。 Lys-154のアセチル化は効果がない。,機能：酸化または変異原性物質によって損傷したDNAの塩基除去修復に関与する。5-ヒドロキシウラシルおよびその他のシトシン酸化誘導体に対してDNAグリコシラーゼ活性を有し、ミスマッチ二本鎖DNA（DNAバブル）を優先的に処理する。チミングリコール、2-ヒドロキシアデニン、ヒポキサンチン、8-オキソグアニンに対してはDNAグリコシラーゼ活性が低いか、全く活性がない。AP（アプリン酸/アピリミジン酸）リアーゼ活性を有し、DNA鎖に切断を導入する。 β-デルタ脱離によって DNA バックボーンを切断し、除去された塩基の部位で 3'- リン酸と 5'- リン酸の両方を持つ一本鎖切断を生成します。,類似性: FPG ファミリーに属します。,類似性: 1 つの FPG 型ジンクフィンガーを含みます。,サブユニット: EP300 に結合します。,組織特異性: 精巣、骨格筋、心臓、脳、胎盤、肺、膵臓、腎臓、肝臓で検出されます。,
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	DU145細胞溶解液のウェスタンブロット分析、NEIL2ウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

